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 かわまちづくり

川を活かしたまちづくり
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川
を
活
用
し
た

　
地
域
づ
く
り

　

三
野
町
芝
生
地
区
に
お
い
て
、
国

土
交
通
省
が
行
な
っ
て
い
る
吉
野
川

左
岸
築
堤
工
事
に
よ
り
、堤
外
地（
堤

防
の
川
側
の
河
川
敷
）
に
利
用
可
能

な
広
大
な
土
地
約
19
ヘ
ク
タ
ー
ル
が

創
出
さ
れ
ま
す
。

　

三
好
市
で
は
、
こ
の
土
地
を
国
土

交
通
省
の
ご
助
力
の
も
と
、
芝
生
堤

防
の
堤
外
高
水
敷
な
ど
の
有
効
利
用

を
図
る
た
め
、平
成
20
年
3
月
に「
三

好
市
吉
野
川
三
野
水
辺
の
未
来
を
考

え
る
会
」
委
員
会
を
設
立
し
利
用
計

画
策
定
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
で
の
意
見
を
踏
ま

え
、
有
効
な
利
用
計
画
を
進
め
る
た

め
、
平
成
21
年
4
月
に
利
用
計
画
策

定
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実

施
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
は
、「
集
い
、
憩
い
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
」
と
し
て
四
季

折
々
の
花
の
咲
く
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

ゾ
ー
ン
、「
健
康
増
進
の
場
」
と
し

て
散
歩
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
等
の
で
き
る

ゾ
ー
ン
、「
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
場
」

と
し
て
は
野
球
場
・
サ
ッ
カ
ー
場
と

し
て
の
利
用
を
望
む
声
が
高
い
割
合

を
占
め
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
も
参

考
に
し
、
委
員
会
で
協
議
を
重
ね
意

見
集
約
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
集
約
結
果
を
取
り
ま
と

め
た
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
計
画
の

登
録
を
国
に
申
請
し
て
い
ま
し
た
と

こ
ろ
、「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
支
援

制
度
の
平
成
22
年
度
対
象
事
業
に
、

本
市
の
「
芝
生
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く

り
」
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

  「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」

  

支
援
制
度
に
つ
い
て

　
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
支
援
制
度

は
、
観
光
な
ど
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
景
観
・
歴
史
・
文
化
等
の
河
川
が

有
す
る
地
域
の
魅
力
と
い
う「
資
源
」

や
地
域
の
創
意
と
し
て
の
「
知
恵
」

を
活
か
し
、
地
方
公
共
団
体
や
地
元

か
わ
ま
ち
づ
く
り

川を活かしたまちづくり　- かわまちづくり -

■ 

キ
ャ
ン
プ
広
場
（
交
流
拠
点
）

・
長
期
滞
在
を
促
す
た
め
、
堤
内
側

を
利
用
し
、
ト
イ
レ
や
シ
ャ
ワ
ー
等

を
備
え
た
キ
ャ
ン
プ
ヤ
ー
ド
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

・
災
害
時
の
避
難
場
所
、
災
害
時
拠

点
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

■ 

多
目
的
広
場

・
多
目
的
広
場
に
サ
ッ
カ
ー
場
等
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
整
備
し
、
市
民
の

健
康
増
進
を
図
り
、
憩
い
と
賑
わ
い

の
交
流
の
場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

・
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
活
用
（
パ
ラ

グ
ラ
イ
ダ
ー
等
の
着
地
点
、
熱
気
球
）

を
行
い
ま
す
。

■ 

親
水
ゾ
ー
ン

・
カ
ヌ
ー
体
験
や
い
か
だ
レ
ー
ス
な
ど

水
遊
び
の
場
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

・
地
域
の
竹
材
を
活
か
し
た
い
か
だ
作

り
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

■ 

自
然
体
験
ゾ
ー
ン

・
竹
を
利
用
し
て
竹
細
工
づ
く
り
や
、

周
辺
施
設
（
美
馬
市
水
辺
の
楽
校
、

四
国
三
郎
の
郷
）
な
ど
を
利
用
し
て

の
竹
炭
体
験
を
行
い
ま
す
。

・
水
辺
等
に
飛
来
す
る
野
鳥
な
ど
の

観
察
を
行
い
ま
す
。

■ 

駅
伝
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス

・
地
域
住
民
が
手
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に

参
加
で
き
、
健
康
的
な
生
活
が
お
く

れ
る
よ
う
に
、
管
理
道
を
利
用
し
た

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。

「芝生地区かわまちづくり」整備概要
「かわまちづくり」支援制度の 2010 年度対象事業
に登録されたことにより、今後は国が河川管理施
設整備（高水敷の整備や管理道等の整備）を行い、
市が上物整備として「憩いと賑わいの交流の場」と
して活用できるスポーツ施設等の多目的広場を整
備していきます。

 
芝
生
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り

　
徳
島
県
三
好
市
、
美
馬
市
、
つ

る
ぎ
町
、
東
み
よ
し
町
は
、
平

成
20
年
10
月
に
「
に
し
阿
波
観
光

圏
」
に
認
定
さ
れ
、
周
遊
コ
ー
ス

や
滞
在
型
メ
ニ
ュ
ー
の
創
出
等
、

観
光
旅
客
等
の
来
訪
・
滞
在
の
促

進
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
吉
野
川
沿
川
で
は
「
美
濃

田
の
渕
」
や
「
美
馬
市
水
辺
の
楽

校
」
等
の
周
辺
施
設
を
カ
ヌ
ー
な

ど
で
連
絡
で
き
る
「
川
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
構
築
し
、
各
施
設
を

繋
げ
一
連
化
す
る
こ
と
で
、
利
用

者
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

吉
野
川
水
系
吉
野
川
に
お
け

る
芝
生
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り

で
は
、
周
辺
施
設
及
び
「
に
し
阿

波
エ
リ
ア
」
が
水
辺
空
間
と
一
体

と
な
っ
た
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」

を
行
い
、
交
通
便
が
良
く
、「
川

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
周
辺
に
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
等
の
滞
在
型
施
設
が
存

在
す
る
芝
生
地
区
に
お
い
て
、

「
川
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
地
域
の

発
展
を
目
指
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
三
好
市
建
設
部
管
理
課

　
　

電
話　

７
２-

７
６
８
１

川
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

三
野
町
芝
生
地
区
の
堤
外
地
に

利
用
可
能
な
広
大
な
土
地
が
創
出
さ
れ
ま
す

住
民
と
の
連
携
の
も
と
で
立
案
さ
れ

た
、
実
現
性
の
高
い
河
川
や
水
辺
の

整
備
・
利
活
用
計
画
に
よ
る
、
良
好

な
ま
ち
と
水
辺
が
融
合
し
た
空
間
形

成
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
に
創

設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
従
来
の
河
川
利

活
用
が
目
指
し
て
い
た
拠
点
や
個
別

区
間
で
の
利
活
用
増
進
と
い
う
目
標

を
一
歩
推
し
進
め
て
、「
ま
ち
全
体
」

を
視
野
に
入
れ
、
地
域
活
性
化
に
資

す
る
河
川
空
間
利
用
を
図
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
第
1
回
目
に
登
録
さ

れ
た
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
計
画
は
、

「
芝
生
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
を

含
め
全
国
11
か
所
で
す
。

【位置図】

2010.11　2�　市報 みよし



連
日
の
よ
う
に
、
児
童
虐
待
に

よ
る
痛
ま
し
い
事
件
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。児
童
虐
待
問
題
は
、

社
会
全
体
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
重
要
な
課
題
で
す
。
厚
生
労
働

省
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
児
童
虐
待

防
止
法
が
施
行
さ
れ
た
11
月
を
「
児

童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
と
定
め
、

児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る
深
い
関
心

と
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

  「
児
童
虐
待
」
と
は

　

虐
待
は
、
子
ど
も
に
対
す
る
重
大

な
人
権
侵
害
で
す
。

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
と
は
、
保
護
者

等
が
子
ど
も
（
18
歳
に
満
た
な
い
者
）

に
つ
い
て
行
う
行
為
で
、
子
ど
も
の

心
や
身
体
を
傷
つ
け
た
り
、
健
全
な

成
長
や
発
達
を
損
な
う
場
合
を
い
い
、

生
命
に
危
険
の
あ
る
暴
行
な
ど
に
限

ら
ず
、
子
ど
も
に
対
す
る
不
適
切
な

関
わ
り
は
全
て
含
み
ま
す
。

　

子
ど
も
が
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
た

ら
、そ
れ
は「
し
つ
け
」で
は
な
く
「
虐

待
」
で
す
。
子
ど
も
の
立
場
に
立
っ

て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

  
児
童
虐
待
の
種
類　
　
　

【
身
体
的
虐
待
】
な
ぐ
る
、
け
る
、

投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、

戸
外
に
閉
め
出
す　

な
ど

【
性
的
虐
待
】
子
ど
も
へ
の
性
交
、

性
的
行
為
の
強
要　

な
ど

【
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
の
拒
否
・
保

護
の
怠
慢
）】
食
事
を
与
え
な
い
、

ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
自
動
車
の
中

に
放
置
す
る
、
同
居
人
に
よ
る
虐
待

を
放
置
す
る
こ
と　

な
ど

【
心
理
的
虐
待
】
言
葉
に
よ
る
お
ど

し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
の
差
別

的
な
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
を
行

う
こ
と　

な
ど

  

子
ど
も
を

  

虐
待
か
ら
守
る
た
め
に

　

虐
待
や
不
適
切
な
関
わ
り
を
受
け

て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、
何
ら
か
の

サ
イ
ン
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
虐

待
の
サ
イ
ン
を
早
く
気
付
い
て
あ
げ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
だ
ん
だ
ん
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て

い
く
も
の
で
す
。
そ
れ
を
誰
か
が
止
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。子
ど
も
も
保
護
者
も
救
う
た
め
に
、

た
め
ら
わ
ず
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
（
通
告
）
は
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
も
の

で
す
。
医
師
や
公
務
員
等
の
「
守
秘
義
務
」
違
反

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
連
絡
し
た
人
が
特
定

さ
れ
な
い
よ
う
に
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
結
果

的
に
通
告
が
誤
り
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
刑
事
上
・

民
事
上
の
責
任
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。

見すごすな
幼い子どもの

ＳＯＳ

子どもからのサイン
□ 不自然な傷やアザのあと
□ 季節にそぐわない服装をしている
□ 衣服や体がいつも不潔である
□ 夜遅くまで外で遊んでいる
□ 落ち着きがない・乱暴

　
「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
」
を
見

つ
け
た
と
き
に
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
子
ど
も
を
虐

待
か
ら
救
う
た
め
の
行
動
を
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
。

「
あ
な
た
」
か
ら
の
連
絡
が
、
子
ど
も
を
虐
待
か

ら
守
る
た
め
の
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

  

児
童
虐
待
通
告
（
相
談
）
先

  

子
育
て
相
談
先

三
好
市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
課
（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

電
話　

７
２-

７
６
６
６

徳
島
県
西
部
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
（
美
馬
保
健
所
内
）

　
　
　

電
話　

０
８
８
３-

５
５-

３
３
２
３

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　

電
話　

０
５
７
０-

０
６
４-

０
０
０

自
動
的
に
お
住
ま
い
の
地
域
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

一
部
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

配偶者やパートナーからの暴力に悩んでいませんか。
（殴る・けるといった「身体的暴力」だけが暴力で
はありません）内閣府が 2008 年に実施した調査に
よると女性の 3 人に 1 人が「暴力を受けた経験が
ある」と回答しています。内閣府では 11 月 25 日が

「女性に対する暴力撤廃の国際デー」であることか
ら、11 月 12 日から 11 月 25 日を「女性に対する
暴力をなくす運動」の期間としています。配偶者や
パートナーからの暴力は、女性の人権を著しく侵害
するもので、決して許されるものではあ
りません。運動期間に併せて移動相談
日を設けていますので、ぜひご利用くだ
さい。女性の自立に関する相談も同時
に受け付けています。

日時▷平成 22 年 11 月 25 日（木）
　　　13 時～ 17 時
場所▷三好市子育て支援課
※相談は予約制となっていますのでお申し込み下さい。

お申し込み・お問い合わせ先
西部こども女性相談センター（☎ 0883-56-2109）

11 月 12 日から 11 月 25 日は
  「女性に対する暴力をなくす運動期間」

　

三
好
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
に
保
育
所
な
ど

に
行
っ
て
い
な
い
子
ど
も
と
保
護
者
の

た
め
に
子
育
て
支
援
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
中
で
毎
月
第
４
月
曜
日

に
行
っ
て
い
る
「
児
童
な
ん
で
も
相
談
」

に
お
い
て
、
三
好
市
の
主
任
児
童
委
員

が
保
護
者
と
共
に
ひ
と
時
の
間
子
育
て

を
手
伝
い
な
が
ら
、
子
ど
も
に
関
す
る

相
談
に
気
軽
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

9
月
27
日
に
は
、
主
任
児
童
委
員
の

特
技
で
あ
る
三
味
線
の
演
奏
を
披
露
し

な
が
ら
、
保
護
者
や
子
供
た
ち
を
和
ま

せ
ま
し
た
。

11 月は児童虐待防止推進月間です

主
任
児
童
委
員
が
特
技
で
子
育
て
支
援

2010.11　�5　市報 みよし



「
ざ
つ
紙
」
っ
て
な
あ
に

　
「
ざ
つ
紙
」
と
は
、
普
段
の
生
活
か
ら
出
る
ご
み
の
中
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
の
で
き
る
紙
類
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
具
体
的
な
も
の
と
し
て
は
、
右
の
写
真
に
あ
る
よ
う
な

紙
類
で
、
お
菓
子
や
食
品
類
の
空
箱
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
空
箱
、

包
み
紙
、
封
筒
、
ハ
ガ
キ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
カ
レ
ン
ダ
ー

な
ど
で
す
。
ハ
ガ
キ
、
封
筒
等
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、

切
り
取
っ
て
燃
や
す
ご
み
に
出
す
か
、
判
別
で
き
な
い
よ
う

塗
り
潰
す
な
ど
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
ざ
つ
紙
」
は

ど
の
よ
う
に
出
せ
ば
い
い
の

　
「
ざ
つ
紙
」
は
次
の
よ
う
に
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
紙
袋
に
入
れ
て
十
文
字
に
縛
る

              

②
ざ
つ
紙
を
束
ね
て
十
文
字
に
縛
る

ざ
つ
紙
と
し
て
出
せ
な
い
も
の

・
写
真
、
写
真
プ
リ
ン
ト
用
紙

・
感
熱
紙
（
レ
シ
ー
ト
な
ど
）

・
食
べ
物
、
油
等
で
汚
れ
た
紙

・
カ
ー
ボ
ン
紙
、
感
圧
複
写
紙
（
宅

配
便
の
複
写
伝
票
等
）

・
防
水
加
工
さ
れ
た
紙
（
紙
コ
ッ
プ
、

紙
皿
、紙
製
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
容
器
）

・
テ
ー
プ
等
粘
着
物
の
つ
い
た
紙

・
に
お
い
の
つ
い
た
紙

・
紙
以
外
の
物
が
貼
り
合
わ
さ
れ
て

い
る
紙

・
ビ
ニ
ー
ル
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
紙

・
金
色
、
銀
色
の
紙

ど
れ
く
ら
い
の
「
ざ
つ
紙
」
が

燃
や
さ
れ
て
い
る
の

　

平
成
21
年
度
の
統
計
に
よ
る
と

三
好
市
で
は
、
燃
や
す
ご
み
年
間

排
出
量
７
４
６
９
ト
ン
の
う
ち
、

３
１
８
２
ト
ン
（
42
・
6
％
）
が
紙

類
で
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
ざ
つ
紙
」

で
す
。
燃
や
す
ご
み
の
約
半
分
近
く

を
占
め
る
貴
重
な
「
ざ
つ
紙
」
が
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
ず
、
焼
却
場
の
灰
と

な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好
市
環
境
課

　

☎ 

７
２-
３
４
３
６

　

9ch（アナログ）、112ch( デジタル )
■徳島新聞文字ニュース　あわのかわらばん

毎日　7 時 �0 分・12 時 �0 分・23 時 �0 分
■四国まんなかニュース

四国中央市と観音寺市のニュース
毎日　8 時・22 時

■徳島県広報番組　県政アンテナテレビ
毎日　9 時 30 分・17 時 30 分

■われら海遊人
　11/1 〜 1� 日　6 時 30 分〜・2� 時〜
■第 5 回祖谷の粉ひき節日本一大会
　11/20 〜 23 日　13 時〜・18 時〜
■もっと身近にクラシック in 三好市 コンサート
　東京交響楽団を招いて開催されたクラシックコンサート
　「三好市民第九の会」もコーラスとして参加！
　12/ �， 5 日　　10 時〜・15 時〜
　12/11，12 日　　13 時〜・19 時〜
■市議会（再放送）、県議会（中継・再放送）
　日程が決まり次第、へそっこニュースや静止画放送等でお知
　らせします。

5ch（アナログ）、111ch( デジタル )
■へそっこニュース

市内のニュースを毎日放送、土曜日更新
6 時・7 時・9 時・12 時・18 時半・19 時半・2� 時

■ NHK スペシャル　映像の世紀
　それはマンハッタンから始まった　11/13 〜 11/19　20 時
　ヒトラーの野望　　　　　　　　11/27 〜 12/ 3　20 時　
■第 5 回祖谷の粉ひき節日本一大会
　11/20 〜 23 日　10 時〜・20 時〜
■もっと身近にクラシック in 三好市 コンサート
　東京交響楽団を招いて開催されたクラシックコンサート
　「三好市民第九の会」もコーラスとして参加！
　12/ �， 5 日　　13 時〜・20 時〜
　12/11，12 日　　10 時〜・16 時〜
■市議会 12 月定例会 中継
　日程が決まり次第、へそっこニュースや静止画放送等でお知
　らせします。

ケーブルテレビサービスセンター  ☎ 72-2766

ケーブルテレビ番組放送予定ケーブルテレビ番組放送予定 11月10日
から

12月10日

※予定は変更、中止となる場合があります

　市民のみなさまが税金や福祉関係などの専門的な
相談や手続きをする際、丁寧かつ的確に相談に対応
するため本庁と各支所などに相談用テレビ電話を設
置しました。テレビ電話により、本庁に出向くこと
なく、本庁の専門スタッフと相談が行えます。
　相談する側とされる側でお互いに顔をつき合わ
せ、表情と声で確認しながら対応できるため、より
親切で適切な行政サービスを提供し、市民サービス
の向上に努めてまいります。

　　　　　　　　お問い合わせ先　　
　　　　　　　　　三好市情報政策課（☎ 72-7641）

三好市役所の本庁・支所などに
市民相談用テレビ電話を設置しました

【設置場所】
本庁・各総合支所
三野病院
西祖谷診療所
出先機関など　　35 か所

地デジの準備がお済みでない世帯で、
① NHK の放送受信料が全額免除となっ
　ている
②県外のアナログ放送を個別受信アン

テナで受信しているが、デジタル放
送は受信できない

等に該当する場合、アンテナ工事・地
デジチューナーの設置やケーブルテレ
ビ初期費用について、国の助成制度の
対象となる可能性があります。
詳しくは広報 8・9 月号をご覧いただく
か、デジサポ徳島または
三好市情報政策課までお
問い合わせください。

　お問い合わせ先
　デジサポ徳島（☎ 088-603-0200）
　三好市情報政策課（☎ 72-7641）

地上デジタル放送に関する
国の助成制度について

ご ざ
協 つ
力 紙
く の
だ リ
さ サ
い イ

ク
ル
に

秋
の
行
政
相
談
週
間

相
談
所
を
開
設
し
ま
し
た

　

秋
の
行
政
相
談
週
間
に
あ
わ
せ

て
、
10
月
21
日
に
池
田
町
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
「
秋
の
行
政
相

談
週
間
相
談
所
」
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

行
政
相
談
は
「
道
路
の
段
差
を

改
善
し
て
も
ら
い
た
い
」「
手
続
き

や
申
請
を
ど
こ
に
し
た
ら
い
い
の
か

分
か
ら
な
い
」
な
ど
、
国
、
県
、

市
な
ど
の
行
政
に
関
す
る
皆
様
か

ら
の
苦
情
や
ご
意
見
を
聞
い
て
、

そ
の
解
決
を
図
り
、
行
政
運
営
の

改
善
に
反
映
さ
せ
る
も
の
で
、
今

回
の
相
談
は
徳
島
行
政
評
価
事
務

所
の
方
が
相
談
に
応
じ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
来
所
し
た
市
民
の
方

か
ら
道
路
、
税
金
、
年
金
な
ど
、

身
近
な
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
の

苦
情
や
要
望
等
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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今
後
の
市
政
運
営
に
活
用
す
る
た
め
、
平
成
22
年
度
の
市
民
意
識
調
査
を
５
月
に

実
施
し
ま
し
た
。
先
月
号
で
そ
の
主
な
結
果
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
今
月
か
ら
、

そ
の
他
意
見
に
つ
い
て
の
対
応
を
一
部
要
約
し
て
連
載
い
た
し
ま
す
。
今
月
号
は

総
務
部
へ
の
意
見
と
対
応
を
掲
載
し
ま
す
。

【調査概要】三好市全域
を対象とし、20 歳以上
の市民 1,200 人（無作
為抽出）に調査票を送
付し、505 人（ 回収率
42.08％）から回答を得
ました。

お問い合わせ先
三好市行革推進室（電話 72-7629）

市
民
意
識
調
査
の
意
見
と
対
応
を
紹
介
し
ま
す

【
総
務
課
】

　
庁
舎
に
市
民
の
意
見
箱
を

も
う
け
、
市
民
の
声
が
届

き
や
す
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
市
民
の
声
窓
口
と
題
し
、

電
話
で
の
相
談
窓
口
を
も
う
け
て

も
ら
い
た
い
。

　
意
見
箱
に
つ
い
て
は
「
市

長
へ
の
手
紙
」
と
し
て
市

内
各
所
に
設
置
済
み
で
す
。
相
談

電
話
に
つ
い
て
は
、
い
つ
で
も
お

気
軽
に
電
話
を
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

【
危
機
管
理
課
】

　
三
好
市
は
広
く
て
山
間
部

が
多
い
た
め
、
災
害
な
ど

に
対
し
て
と
て
も
厳
し
い
。
安
心

し
て
住
め
る
三
好
市
に
し
て
ほ
し

い
。

　
市
内
の
急
傾
斜
等
の
危
険

個
所
に
つ
い
て
は
国
県
等

の
関
係
機
関
と
協
議
を
し
、
順

次
、
対
策
工
事
、
防
火
水
槽
や
消

火
栓
の
整
備
等
の
ハ
ー
ド
面
で
の

整
備
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
強

化
等
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
災
害
な
ど
が
起
こ
っ
た
場

合
、
情
報
を
ど
の
様
に
し

て
得
る
か
。
す
べ
て
の
幹
線
を
結

ぶ
電
柱
が
倒
れ
電
気
、
通
信
等
の

ケ
ー
ブ
ル
が
切
断
さ
れ
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。

　
国
の
孤
立
化
対
策
事
業
と

し
て
、
各
総
合
支
所
に
衛

星
携
帯
電
話
を
配
備
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の

資
格
を
有
す
る
方
に
対
す
る
講
習

や
訓
練
等
の
実
施
、
免
許
取
得
の

斡
旋
も
検
討
し
ま
す
。

【
行
革
推
進
室
】

　
合
併
し
た
他
町
村
と
比
べ
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
差
が
あ

る
と
思
う
。

　
旧
町
村
時
の
格
差
や
地
域

差
の
解
消
に
向
け
て
は
今

後
も
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
国
が
行
っ
て
い
る
「
事
業

仕
分
け
」
を
市
で
も
行
い
、

ム
ダ
を
省
い
た
り
し
て
欲
し
い
。

　
三
好
市
で
は
同
様
の
取
り

組
み
と
し
て
、「
市
民
評
価

会
議
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎

年
7
月
頃
に
評
価
委
員
を
公
募

し
、
市
民
に
よ
る
事
業
の
評
価
会

議
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

応
募
・
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
三
好
市
に
な
り
、
山
間
僻

地
の
す
み
ず
み
ま
で
の
細

や
か
な
行
政
が
で
き
て
い
な
い
。

　
市
が
広
域
と
な
り
市
民
の

要
望
が
届
き
に
く
く
な
っ

た
と
感
じ
て
い
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
市
民
の
意
見
や
要
望

を
反
映
で
き
る
効
率
的
な
行
政
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
○
○
審
議
会
委
員
と
か
、
○

○
推
進
委
員
と
か
に
も
う
少

し
若
手
は
登
用
で
き
な
い
の
か
。
第

一
線
を
引
い
た
高
齢
者
が
多
い
。

　
市
民
参
加
の
会
議
は
、
仕
事

を
持
っ
て
い
る
方
で
も
参
加

し
や
す
い
よ
う
夜
間
開
催
な
ど
を
設

定
し
て
公
募
し
て
い
ま
す
が
、
若
い

方
の
応
募
が
少
な
い
の
が
現
状
で

す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
や
市
政
参
加
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
人
事
室
】

　
市
議
会
議
員
さ
ん
の
報
酬

が
上
が
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、

公
共
的
団
体
お
よ
び
市
民

の
代
表
者
で
組
織
さ
れ
た
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
に
は
か
ら
れ
、
類

似
団
体
や
近
隣
自
治
体
な
ど
の
報

酬
を
参
考
に
検
討
し
、
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
市
民
は
市
役
所
の
職
員
の

評
価
を
し
て
い
る
。
仕
事

を
し
て
い
な
い
人
、
時
間
を
有
効

に
使
っ
て
な
い
人
な
ど
、
見
ら
れ

て
い
る
事
を
知
っ
て
。

　
公
務
員
の
理
念
を
再
認
識

し
、
窓
口
業
務
は
も
と
よ

り
日
常
業
務
に
お
け
る
応
対
等
の

接
遇
や
服
務
に
つ
い
て
、
恒
常
的

に
研
修
や
指
導
を
行
い
、
職
員
の

資
質
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
旧
町
村
の
職
員
の
給
料
を

同
一
に
し
て
、
給
与
カ
ッ

ト
を
す
る
。
旧
町
村
に
よ
っ
て
高

い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
聞
い
た
。

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
21
年

11
月
に
か
け
て
給
与
の
独

自
カ
ッ
ト
や
随
時
、
国
に
準
じ
た

改
定
を
実
施
し
、
継
続
的
に
給
与

の
抑
制
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
の
部
署
が
離
れ
す

ぎ
、
本
庁
舎
や
分
庁
舎
な

ど
わ
か
り
づ
ら
い
。

　
今
後
の
本
庁
方
式
に
向
け

組
織
配
置
の
点
検
を
行
い
、

市
民
の
方
々
の
利
用
し
や
す
い
市

役
所
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

【
秘
書
広
報
課
】

　
市
長
や
議
員
の
声
ば
か
り

を
市
政
に
反
映
せ
ず
、
一

般
市
民
の
声
に
も
耳
を
傾
け
て
欲

し
い
。
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
出
か

け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
悩
み
を

聞
い
て
欲
し
い
。

　
市
民
の
方
の
声
や
要
望
を

聞
き
対
話
す
る
た
め
、
移

動
市
長
室
を
毎
年
開
催
し
、
そ
の

後
の
三
好
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
役

立
て
て
て
い
ま
す
。
今
後
、
た
く

さ
ん
の
市
民
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
広
報
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
長
へ
の

手
紙
も
実
施
し
、
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
ご
要
望
も
お
聞

き
し
て
い
ま
す
。

　
難
し
い
言
葉
を
使
わ
ず
小

学
生
に
も
伝
わ
る
よ
う
な

市
報
み
よ
し
を
期
待
す
る
。

　
各
課
か
ら
原
稿
を
受
け
る

際
、
簡
潔
に
わ
か
り
や
す

い
表
現
と
な
る
よ
う
指
導
し
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
各
課
と
広
報
担

当
が
協
力
し
、
わ
か
り
や
す
い
表

現
と
な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

【
管
財
課
】

　
市
役
所
駐
車
場
は
満
車
で

駐
車
で
き
な
い
時
が
あ
る
。

充
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
ほ

し
い
。

　
平
日
の
業
務
中
に
庁
舎
前

駐
車
場
が
満
車
の
場
合
は
、

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
南
側
の
栄
町
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
訪
問

部
署
で
証
明
を
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
無
料
で
ご
利
用
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
役
所
の
周
り
を
整
備
す

べ
き
だ
。
特
に
玄
関
前
の

花
が
通
る
度
に
手
入
れ
さ
れ
て
い

な
い
。

　
気
持
ち
よ
く
来
庁
で
き
ま

す
よ
う
、
手
入
れ
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
税
務
課
】

　
税
金
が
払
え
ず
迷
惑
を
か

け
て
い
る
が
、
市
役
所
の

方
は
最
低
限
の
礼
儀
は
必
要
で
は

な
い
か
と
思
う
。

　
税
の
仕
組
み
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
も
課
税
根
拠
の
説
明
と
合

わ
せ
て
、
な
お
納
付
困
難
な
納
税

者
に
対
し
て
は
、
納
税
相
談
を
積

極
的
に
応
じ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
税
金
の
未
納
を
無
く
せ
ば
、

税
収
が
増
え
、
住
み
良
く

な
る
の
で
は
。

　
自
主
財
源
の
確
保
と
市
民

負
担
の
公
平
性
を
保
つ
こ

と
が
重
要
で
す
の
で
、
悪
質
な
滞

納
者
に
つ
い
て
は
差
し
押
さ
え
等

厳
し
い
態
度
で
臨
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
税
を
も
う
少
し
安
く

し
て
欲
し
い
。

　
住
民
税
の
税
額
は
、
前
年

の
所
得
に
応
じ
て
算
出
さ

れ
た
所
得
割
額
と
均
等
割
額
と
を

合
計
し
た
額
で
す
。
所
得
割
額

は
、
地
方
税
法
に
よ
り
国
が
定
め

た
標
準
税
率
を
適
用
し
て
い
ま
す

の
で
、
全
国
ど
こ
の
市
町
村
で
も

税
率
は
同
じ
で
す
。
ま
た
均
等
割

に
つ
い
て
も
、
標
準
税
率
（
市
民

税
３
千
円
・
県
民
税
千
円
）
を
適

用
し
て
い
ま
す
。

　
国
保
税
は
少
し
高
い
よ
う

に
思
う
。

　
国
民
健
康
保
険
は
加
入
者

が
納
め
る
国
保
税
と
、
国

の
負
担
金
等
を
主
な
財
源
と
し

て
、
加
入
者
に
対
し
て
必
要
な
給

付
を
行
い
ま
す
。
国
保
税
の
支
出

は
加
入
者
が
健
康
な
生
活
を
送
る

た
め
に
必
要
な
給
付
で
す
か
ら
、

毎
年
一
定
規
模
の
支
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
た
が
っ
て
、

用
途
が
限
ら
れ
て
い
な
い
他
の
税

金
と
異
な
り
、
支
出
を
制
限
し
て

税
負
担
を
軽
減
す
る
の
は
非
常
に

困
難
で
す
。
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三好市池田総合体育館
平成 23 年 1 月 23 日（日）
開場 13時 30分　　開演 14時

入場料（消費税込）全席自由
一般 2,000 円（当日券 2,500 円）
高校生以下 1,000 円（当日券 1,500 円）
・宝くじの助成により、特別料金となっています。
・前売りで完売した場合は、当日券はございません。
・未就学児のご同伴、ご入場はご遠慮ください。

入場券前売所▷中央公民館・三野公民館・井川公民館・山城
公民館・池田総合体育館・三好市婦人会各支部・三好市文化
協会各支部・三好市教育委員会生涯学習課

お問い合わせ先
三好市教育委員会生涯学習課　（☎ 72-3900）
主催  三好市・三好市教育委員会・徳島県・㈶自治総合センター

前売り開始日
11 月 1 日

宝 く じ は
豊かさ築く
チカラ持ち。

宝くじは、広く社会に役立てられています。

宝くじ文化公演　桂 三枝 「独演会」

　

三
好
市
で
は
、「
三
好
市
民
歌
」

の
制
作
に
向
け
た
検
討
に
着
手
し
て

お
り
ま
す
が
、
検
討
に
あ
た
り
、
公

平
・
公
正
な
手
順
を
踏
む
た
め
に

学
識
経
験
者
、
公
共
団
体
等
の
代

表
者
お
よ
び
公
募
に
よ
る
市
民
の

方
々
等
で
構
成
す
る
「
三
好
市
民

歌
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、「
三
好
市
民
歌

検
討
委
員
会
」
に
参
画
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
、
次
の
と
お
り
募
集

い
た
し
ま
す
の
で
、
応
募
資
格
な

ど
確
認
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
▼
①
平
成
22
年
4
月
1

日
現
在
、
20
歳
以
上
で
、
三
好
市

内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
②
平

成
22
年
12
月
か
ら
平
成
24
年
3
月

ま
で
の
間
の
平
日
の
夜
に
開
催
さ

れ
る
会
議
に
出
席
で
き
る
方

募
集
内
容
▼
三
好
市
民
歌
検
討
委

員
会
公
募
委
員

検
討
内
容
▼
「
三
好
市
民
歌
」
の

必
要
性
、
活
用
方
法
、
作
成
方
法

等
に
つ
い
て

募
集
人
員
▼
4
名
程
度

応
募
締
切
▼
11
月
30
日
（
火
）

応
募
方
法
▼
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
勤
務
先
、
電
話
番
号
、
応

三
好
市
民
歌
検
討
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

私
た
ち
の
ま
ち
三
好
市
で
は
、

深
く
豊
か
な
自
然
と
、
そ
の
自
然

の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
各
地
域
の

歴
史
や
文
化
が
、
景
観
的
に
大
き

な
特
徴
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

三
好
市
景
観
計
画
策
定
審
議
会

で
は
、
文
化
財
な
ど
に
指
定
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
著
名
な
建
物
や
ま

ち
並
み
だ
け
で
は
な
く
、
私
た
ち

の
日
常
の「
く
ら
し
の
姿
」や「
こ

こ
ろ
」
が
表
れ
た
景
観
を
対
象
と

し
て
、
良
好
な
景
観
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
て
景
観
計
画
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
今
後
の

三
好
市
に
お
け
る
「
景
観
か
ら
の

地
域
づ
く
り
」
を
皆
さ
ん
が
身
近

な
も
の
と
と
ら
え
、
で
き
る
こ
と

か
ら
実
践
し
て
い
た
だ
く
き
っ
か

け
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
意

見
交
換
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市
企
画
財
政
部
企
画
調
整
課

☎　

７
２-

７
６
０
７

　

に
し
阿
波
の
魅
力
を
全
国
に

発
信
す
る
と
と
も
に
、
観
光
振

興
に
よ
る
地
域
活
性
化
策
を
探

る
「
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
10

月
15
日
、
三
好
市
池
田
総
合
体

育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
観
光

庁
観
光
地
域
振
興
部
長
の
田
端

浩
さ
ん
の
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
県

内
外
か
ら
観
光
事
業
者
な
ど
約

２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

に
し
阿
波
観
光
圏

観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　

去
る
10
月
2
日
に
、
ま
ち
づ

く
り
条
例
に
つ
い
て
の
講
演
会

が
三
好
市
中
央
公
民
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

辻つ
じ
や
ま
た
か
の
ぶ

山
幸
宣
氏
（
公
益
財
団
法

人
地
方
自
治
総
合
研
究
所
所

長
）
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
50

名
の
聴
講
者
が
熱
心
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
続
い
て
、
第
2
回

三
好
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
考

ま
ち
づ
く
り
条
例

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

え
る
市
民
委
員
会
に
も
辻
山
氏

を
お
招
き
し
て
勉
強
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

勉
強
会
で
は
、
市
民
委
員
か

ら
た
く
さ
ん
の
質
問
・
疑
問
が

辻
山
氏
に
投
げ
か
け
ら
れ
、
辻

山
氏
か
ら
は
丁
寧
で
適
切
な
ご

助
言
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
有
意
義
な
勉
強
会
と
な
り

ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市
企
画
調
整
課

☎　

７
２-

７
６
０
７

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、「
リ
ー
ダ
ー
が
語
る
10
年
後

の
観
光
地
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
、
飯
泉
県
知
事
や
観
光
分
野

に
お
い
て
国
内
各
地
で
活
躍
す

る
パ
ネ
ラ
ー
ら
か
ら
意
見
が
出

さ
れ
、
各
地
の
事
例
の
紹
介
や
、

「
も
う
一
度
行
き
た
い
地
域
に
な

る
に
は
、
人
と
人
と
の
交
流
が

大
事
」「
地
域
の
も
の
、
地
域
の

人
を
活
か
し
て
、
ま
ち
の
た
め

に
あ
る
観
光
の
や
り
方
を
考
え

て
」
な
ど
今
後
の
取
組
み
に
つ
い

て
語
ら
れ
ま
し
た
。

募
動
機
（
４
０
０
字
程
度
）
を
記

入
の
う
え
、
市
役
所
3
階
総
務
課

ま
で
持
参
さ
れ
る
か
、
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
応
募
用
紙
は
、
総
務
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.city-m

iyoshi.jp/

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
電
子
メ
ー
ル
で

の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

選
考
方
法
▼
応
募
申
込
書
に
よ
り

選
考
し
、
選
考
結
果
に
つ
い
て
は

12
月
中
旬
頃
に
本
人
宛
に
通
知
し

ま
す
。

そ
の
他
▼
①
収
集
し
た
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
留
意
し
、

他
の
目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ

ん
②
応
募
に
要
す
る
応
募
者
の
諸

費
用
は
、
す
べ
て
応
募
者
負
担
と

し
ま
す

提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
▼

〒
７
７
８-

８
５
０
１

池
田
町
シ
ン
マ
チ
１
５
０
０-

２

三
好
市
総
務
課

☎　

７
２-

７
６
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ　

７
２-

７
２
０
３

Ｅ
メ
ー
ル　

soum
u

＠
city.

tokushim
a-m

iyoshi.lg.jp

景
観
か
ら
の

三
好
市
の
地
域
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　
　

平
成
22
年
12
月
19
日
（
日
）

　
　

   

13
時
30
分
～
16
時 

場
所　
　
三
好
市
中
央
公
民
館

参
加　
　
自
由
参
加
（
定
員
２
０
０
名
）

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

「
三
好
市
景
観
計
画
の
策
定
に
向
け
て
」

真
田
純
子
先
生
（
三
好
市
景
観
計
画
策
定
審
議
会
会
長
・

徳
島
大
学
大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
助
教
）

基
調
講
演

「
自
然
や
地
域
の
伝
統
を
破
棄
し
て
き
た
日
本
の
開
発
」

　
ア
レ
ッ
ク
ス・カ
ー
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 
篪
庵
ト
ラ
ス
ト
理
事
長
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
景
観
か
ら
の
地
域
づ
く
り
」
を
考
え
る　

・
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー

真
田
純
子
先
生
（
三
好
市
景
観
計
画
策
定
審
議
会
会
長
・

徳
島
大
学
大
学
院
）　

・
パ
ネ
リ
ス
ト

三
好
市
景
観
計
画
策
定
審
議
会
委

員
、
地
域
代
表
、
ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー

氏 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

篪
庵
ト
ラ
ス
ト
理

事
長
）

アレックス・カー氏
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私たちの大切な

地域医療 を守るために
住民・医療者・行政が一体となり、「地域医療」
を守っていくため、様々な情報を発信します

【対象者：3 歳から 7 歳 6 か月未満もしくは 9 歳以上 13 歳未満】
接種 接種方法

第1期（合計3回）
初回（標準：3歳） 6日から 28日までの間隔で 2回接種する
追加（標準：4歳） 1期初回接種（2回）後、約一年後に 1回接種する

第 2期（9歳以上 13歳未満）

1回接種（１期３回完了の者）
第1期を3回接種していない方は、2期の年齢（9歳以上13歳未満）
の間に追加で接種することができます。
　　1回接種後の方：のこり2回
　　2回接種後の方：のこり1回
　　0回接種後の方：のこり3回
第1期が完了していない方は、第1期分の接種から開始してください。

● 7 歳 6 か月未満のお子さんの場合
7 歳 6 か月未満まで、第 1 期の接種ができます。
接種希望がある場合は三好市保健センターまたは各総合支所にご連絡ください。
※ 7 歳 6 か月未満までに、1 期初回 2 回と 1 期追加（初回の 2 回目から一年後の接種）を接種でき
ない場合は、下の表をご覧ください。

● 7 歳 6 か月以上のお子さんで、1 期（初回 2 回、追加）が完了していない場合
7 歳 6 か月未満までに接種できなかった回数分を、9 歳から 13 歳未満の間に接種できます。
9 歳～ 13 歳未満の方で接種希望がある場合は三好市保健センターまたは各総合支所にご連絡くだ
さい。※下の表をご覧ください。

● 9 歳から 13 歳未満のお子さんで、1 期（初回 2 回、追加 1 回）が完了している場合
2 期（1 回）を接種できます。現在は積極的勧奨にないため、個別の通知は送付しません。
接種希望がある場合は三好市保健センターまたは各総合支所にご連絡ください。

※この予防接種をした後は、６日以上あけないと他の予防接種はできませんので、接種間隔にご注意く
ださい。

※現在使用されている日本脳炎ワクチンは、乾燥細胞培養日本脳炎ワクチンと言います。日本脳炎ウイ
ルスをVero細胞（アフリカミドリザル腎臓由来株化細胞）で増殖させて、得られたウイルスを採取し、
ホルマリンで不活化（感染性をなくすこと）して製造されたワクチンです。第１期のみの使用可能と
されてきましたが、第２期の予防接種にも使用可能となりました。

医療機関名

健生西部診療所（井川町吉岡） ☎78-2292

北條病院（池田町マチ） ☎72-0007

村山内科（池田町サラダ） ☎72-2110

内田医院（池田町中西） ☎74-0121

大池医院（池田町シマ） ☎72-0220

大和外科医院（池田町マチ） ☎72-0828

安宅循環器内科（池田町サラダ） ☎72-6300

田岡医院（池田町シマ） ☎72-5551

徳島県立三好病院（池田町シマ） ☎72-1131

宮内医院（池田町サラダ） ☎72-0092

市立三野病院（三野町芝生） ☎77-2323

西祖谷山村診療所（西祖谷山村一宇）☎87-2360

東クリニック（東祖谷京上） ☎88-2300

　10 月より、中学３
年生女子を対象に子
宮頸がん予防ワクチ
ン接種事業を実施し
ていますが、三好市
内で接種できる医療
機関が追加されまし
た。三好市内におけ
る実施医療機関は右
の表のとおりです。

　

徳
島
県
の
救
急
医
療
体
制
は
、

初
期
救
急
医
療
体
制
・
第
2
次
救

急
医
療
体
制
・
第
3
次
救
急
医
療

体
制
（
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
）
の

3
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
徳
島
県
に
お
け
る

救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

初
期
救
急
医
療
体
制
と
は

　

初
期
救
急
医
療
体
制
は
、「
初

期
診
療
」
あ
る
い
は
「
応
急
手
当
」

を
行
う
と
と
も
に
、
さ
ら
に
治
療

お
よ
び
入
院
が
必
要
な
救
急
患
者

を
2
次
救
急
医
療
機
関
へ
転
送
す

る
機
能
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、

救
急
医
療
体
制
の
基
盤
と
も
な
る

も
の
で
す
。

　

三
好
市
の
属
す
る
西
部
Ⅱ
医
療

圏
で
は
、
三
好
市
と
東
み
よ
し
町

が
三
好
市
医
師
会
の
協
力
を
得

て
、
委
託
し
て
行
う
在
宅
当
番
医

制
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
在
宅
当
番
医
制
参
加
医
療
機
関
数

　

17
医
療
機
関

　
（
内
訳　

5
病
院
、
12
診
療
所
）

・
当
番
診
療
時
間

（
1
）
平
日
夜
間

　

午
後
5
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で

（
2
）
休
日

　

午
前
9
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で

第
２
次
救
急
医
療
体
制
と
は

　

2
次
救
急
医
療
体
制
は
、
初
期

救
急
医
療
機
関
に
よ
り
転
送
さ
れ

た
、
高
度
な
治
療
ま
た
は
入
院
が

必
要
と
さ
れ
る
救
急
患
者
に
対
応

す
る
た
め
の
後
方
医
療
施
設
と
し

て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

西
部
Ⅱ
医
療
圏
域
で
は
市
立
三

野
病
院
・
県
立
三
好
病
院
が
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
３
次
救
急
医
療
体
制
と
は

（
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
）

　

県
下
一
円
を
対
象
と
し
て
、
重

篤
患
者
の
救
命
医
療
に
あ
た
る
た

め
、
県
立
三
好
病
院
、
県
立
中
央

病
院
、
徳
島
大
学
病
院
、
徳
島
赤

十
字
病
院
、
が
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か

徳
島
県
に
お
け
る
救
急
医
療
体
制
を

新型インフルエンザ
予防接種を
実施しています

子宮頸がん予防
ワクチン接種事業を
実施しています

日本脳炎の
予防接種について
第 2 期が再開されました 

　日本脳炎第2期の予防接種について、新ワクチン（第1期のワク
チンと同様）が使用できるようになり、再開されました。また、接
種勧奨差し控えにより、接種できなかった第1期の未
接種分については、第2期の期間（9歳～13歳未満）
に接種できるようになりました。いずれも、積極的勧
奨にないため、対象者への個別通知は発送しません。
　対象者に該当し、接種希望がある場合は、三好市保
健センターまたは各総合支所にご連絡ください。

　60歳以上65歳未満の方であって、心臓、腎臓または呼吸器の機
能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障害を有
する方、およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活
がほとんど不可能な程度の障害を有する方で、接種を希望する方は、
三好市保健センターに申し込みをしてください。対象になる方には、
水色の予診票を発行します。10月以降にすでに接種を受けられた方
は、三好市保健センターにご連絡ください。
　新型インフルエンザ予防接種の実施場所等については、10月号広
報に折込チラシを入れていますのでご覧ください。

予防接種に関するお問い合わせ先
三好市保健センター

（☎ 72-6767）

2010.11　1213　市報 みよし



三好市役所人権室  ☎72-7622各種受章のご紹介

故 西川 和喜夫 さん（三野町芝生）
昭和 42 年に旧三野町議会議員に初当選以来４
期１６年に渡り、議会の活性化と後輩議員の指導
育成の中心的存在となり、住民福祉の向上に大き
く貢献しました。

叙勲  旭日単光章

故 宮内 茂美 さん（三野町清水）
昭和 50 年に旧三野町議会議員に初当選以来 7
期の当選を重ね、議長など要職を歴任しました。
町議会の重鎮として議会活動の中心的存在とな
り、町政の発展に大きく貢献しました。

叙位  正六位

現在は市内の老人保健施設で生活しており、
この日は家族や入所者らから祝福されました。
若い時にはみつまたの栽培や炭焼き、土木業
などをしていたそうです。長寿の秘訣を聞い
たところ、常に食事に気をつけ、好き嫌いな
く温かいものを食べることだそうです。

大上 シナヱ さん
（山城町西宇）

10/25

祝 

百
歳
到
達

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

現在は市内の特別養護老人ホームに入所中で、
この日はお祝い会が開かれ、親族や職員から
祝福されました。若い時には自宅でみつまた
の栽培や草むしりをしていたそうです。食べ
ることが好きで、食事の時にはよくおかわり
をしていたそうです。

松村 ナミ子 さん
（山城町重実）

10/5

船井 哲良 さん
（大阪市在住・船井電機株式 
会社取締役執行役員会長）

紺綬褒章は、「公益の為私
財を寄付し功績顕著なる
者」に対して授与されるも
ので、船井さんは昨年に引
き続き三好市にふるさと納
税として多額のご寄付をな
され、２度目の受章となり
ました。いただきましたご
寄付は、三好市発展のため有効に活用させていただき
ます。

紺綬褒章

辻高校人形浄瑠璃ワークショップ

　

２
０
０
８
年
7
月
米
オ
ハ
イ
オ
州

で
高
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
少
女

が
自
室
で
自
殺
し
た
ニ
ュ
ー
ス
は
携

帯
電
話
が
原
因
で
し
た
。
高
校
の
時

交
際
相
手
に
頼
ま
れ
自
分
の
裸
の
写

真
を
送
り
、
そ
の
写
真
が
学
校
中
に

広
ま
り
、
そ
の
画
像
は
次
々
に
転
送

さ
れ
、
知
ら
な
い
人
か
ら
の
の
し
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
岐
阜
県
で
は
中

学
校
1
年
の
女
子
生
徒
が
、
2
年
の

女
子
生
徒
5
人
に
呼
び
出
さ
れ
、
椅

子
に
縛
り
つ
け
ら
れ
衣
服
を
脱
が
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
撮
影
し
た

動
画
が
メ
ー
ル
で
送
信
さ
れ
、
警
察

に
被
害
届
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

携
帯
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
画
像

流
出
に
限
ら
ず
、
各
国
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
中
国
・
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治

区
で
、
昨
年
11
月
に
起
き
た
17
歳
の

女
子
高
生
の
飛
び
降
り
、
学
校
関
係

者
に
波
紋
を
広
げ
ま
し
た
。
授
業
中

に
男
子
同
級
生
に
出
し
た
携
帯
メ
ー

ル
が
教
師
に
見
つ
か
り
、
し
か
ら

れ
た
の
を
苦
に
し
た
自
殺
で
し
た
。

メ
ー
ル
は「
放
課
後
一
緒
に
帰
ろ
う
」

の
一
文
だ
け
で
、
遺
書
に
は
「
あ
な

た
に
他
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
の
ぞ

く
権
利
は
な
い
」
な
ど
と
、
教
師
へ

の
恨
み
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

以
上
の
記
事
は
最
近
の
携
帯
電
話

に
よ
る
事
件
の
一
部
で
す
。
親
が
子

ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
に
与
え
た

物
だ
っ
た
の
が
、
ケ
ー
タ
イ
は
全
く

予
想
し
な
い
方
向
へ
と
動
い
て
い
ま

す
。
友
だ
ち
の
関
係
を
維
持
す
る
た

め
に
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を
し
、
時

間
内
に
早
く
返
信
し
な
い
と
、
友
だ

ち
の
輪
か
ら
外
さ
れ
る
。
だ
か
ら
家

に
帰
っ
て
も
携
帯
電
話
を
離
せ
ず
、

枕
元
に
置
き
朝
ま
で
メ
ー
ル
の
や
り

取
り
を
繰
り
返
し
、
ぐ
っ
す
り
眠
れ

な
い
。
授
業
が
終
わ
る
と
同
時
に

ケ
ー
タ
イ
を
開
い
て
メ
ー
ル
を
打
つ

光
景
に
高
校
の
先
生
が
び
っ
く
り
し

た
と
言
う
例
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
メ
ー
ル
は
、「
自
分

を
認
め
て
く
れ
て
い
る
」
と
い
う
癒

し
で
あ
り
、
メ
ー
ル
送
信
は
「
自
分

を
見
捨
て
な
い
で
ね
」
と
い
う
相
手

の
脅
威
を
回
避
す
る
願
い
を
込
め
て

い
る
面
が
あ
り
ま
す
。

　

ケ
ー
タ
イ
は
豊
か
な
人
間
関
係
を

創
る
可
能
性
を
秘
め
た
道
具
で
す

が
、
誤
解
や
悪
意
を
拡
幅
し
、
こ
ど

も
を
絶
望
に
落
と
し
入
れ
、
取
り
返

し
の
つ
か
な
い
罪
を
招
き
か
ね
な
い

道
具
で
も
あ
り
ま
す
。「
表
現
の
自

由
」
や
「
ア
ク
セ
ス
権
」
も
大
切
な

権
利
で
す
が
、
家
庭
で
も
、
ケ
ー
タ

イ
利
用
の
ル
ー
ル
作
り
を
行
う
こ
と

が
大
事
で
す
。
利
用
の
実
態
を
確
認

し
、
信
頼
と
責
任
の
あ
る
監
督
を
す

べ
き
で
す
。

　

最
後
に
「
携
帯
に
マ
マ
の
遺
言
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
中
国
四
川
大
地

震
の
発
生
後
、
建
物
の
崩
壊
現
場
で

ひ
ざ
ま
ず
い
た
女
性
の
下
か
ら
赤

ち
ゃ
ん
が
救
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
母
親
の
携
帯
電
話
が
落
ち
、
画

面
に
は
「
い
と
し
い
赤
ち
ゃ
ん
。
も

し
生
き
延
び
ら
れ
た
ら
お
母
さ
ん
が

あ
な
た
を
愛
し
て
い
た
こ
と
を
覚
え

て
い
て
ね
」
の
文
字
が
残
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
多
く
の
死
を
見
て
き
た
救

急
隊
員
も
涙
を
流
し
ま
し
た
。

【
ケ
ー
タ
イ
利
用
の
ル
ー
ル
】

▼
大
切
な
話
は
、
直
接
合
い
、
顏
を

み
て
▼
ネ
ッ
ト
＝
み
ん
な
が
み
て
い

る
▼
ネ
ッ
ト
で
人
の
悪
口
を
書
か
な

い
▼
読
み
手
の
気
持
ち
を
考
え
よ
う

▼
ト
ラ
ブ
ル
は
信
頼
で
き
る
大
人
に

相
談
し
よ
う
▼
不
要
・
有
害
情
報
に

の
ま
れ
る
な
、
悪
用
す
る
な
▼
我
が

家
や
友
だ
ち
と
の
ル
ー
ル
を
つ
く
ろ

う
▼
体
と
心
を
使
っ
て
、
し
っ
か
り

と
外
で
遊
ぼ
う

（
あ
い
ポ
ー
ト
徳
島
主
催 

黒
田
教
諭
）

高齢者疑似体験実施

三好市職員の人権研修の一環と
して、高齢者疑似体験を実施し
ました。体験教材を活用し、身体
的機能の低下を体験することで、
高齢者の気持ちを考え、知ること
ができました。

ケータイ・ネットと
　　　子どもたちの人権

▶
身
体
を
固
定
し
た
り
重
く
し
、
段
差
を

　

越
え
た
り
物
を
拾
う
な
ど
し
ま
し
た

三好市出身の文楽人形遣・吉田勘緑さんが、人形浄瑠璃三好市公演
を前に、辻高校において「人形浄瑠璃ワークショップ」を開催しました。
ワークショップでは、吉田さんが三番叟を披露したり、生徒が人形を操
る体験をし、生徒に人形浄瑠璃に対する関心を持ってもらいました。

人形浄瑠璃三好市公演
11月27日（土）18時・28日（日）10時　三好市池田総合体育館
入場料：前売券 2,000 円　当日券 2,500 円（全席自由）
チケット販売：三好市生涯学習課、ローソン（Lコード61969）、池田総
合体育館、公民館（三野・井川・中央）

【お問い合わせ先】三好市生涯学習課（☎ 72-3900）

2010.11　1415　市報 みよし



中央図書館
［一般書］■アダルト・エデュケーション／村上由佳 ■
ふがいない僕は空を見た／窪美澄 ［児童書］■迷い猫
オーバーラン４／松智洋 ■若おかみは小学生！part10
／令上ヒロ子 ［絵本］ ■いいからいいから 4 ／長谷川
義史 ■かちかちやま／いもとようこ

井川図書館
［一般書］■禁猟区／乃南アサ ■キケン／有川浩 ［児童
書］■みんなでグルグル回文あそび（金の巻）／なが
たみかこ ■あかちゃんあかちゃん／たかぎあきこ 
※ 芥川賞「乙女の秘密」著：赤染晶子、直木賞「小さな
おうち」著：中島京子、の 2 冊も入荷しております。

新着図書の紹介

Books

［一般書］井川図書館

夢をつなぐ
著者：山崎直子 
2010 年 4 月 5 日、スペースシャトル

「ディスカバリー号」打ち上げ成功。
私は今、宇宙にいる。亡くなった女性
飛行士の夢を女の子は受け継ごう
と思った。それから 24 年、ついに夢
が叶う時が来た。

■ 12 月の行事予定
・おはなし会［中央図書館］
　　日時：毎週土曜日　14 時〜 14 時 30 分
　　（25 日はお休み）
・おはなしひろば［井川図書館］
　　日時：毎週土曜日　10 時 30 分〜 11 時
・クリスマスおはなし会［中央公民館］
　　日時：18 日 14 時
・DVD 鑑賞会［中央図書館シアター室］
　　映画「ブタがいた教室」（主演：妻夫木聡）
　　4 日 10 時 30 分／ 5 日 10 時 30 分 ,13 時 30 分
　　定員は 1 回につき先着 30 名

■ 12 月の休館日
中央図書館：毎週水曜日、29 日〜 1 月 3 日
井川図書館：7,14,21,30 日〜 1 月 4 日

■ 巡回配本日程（12 月）
   6 日   三野 - 三野幼 . 芝生小
　 7 日   井川 - 井内小
　　        三野 - 王地小
   9 日   池田 - 川崎小 . 旧大利郵便局 . 佐野小
   10 日   池田 - 三縄駅 . 三縄幼 . 三縄小
   13 日   池田 - 馬路小 . 白地小
   14 日   山城 - 政友小 . 大野小
   16 日   東祖谷 - 落合小 . 祖谷歴史館 . 栃之瀬小
　           西祖谷 - 檪生小
   17 日   池田 - 西山小 . 箸蔵幼 . 萩田商店前             
   20 日   山城 - 西宇分館 . 下名小
・市内の方ならどなたでもご利用いただけます。
・詳しい日程は中央図書館にお問い合わせください。

■ インターネット取寄せサービス
徳島県立図書館蔵資料の取寄せを、自宅のインターネッ
トを使って申し込みが行えます。（取寄せ依頼は 3 冊ま
で）詳細は、中央図書館または井川図書館までお問い
合わせください。

中央 ☎72-2781　　井川 ☎78-4311

［児童書］中央図書館
かめだらけおうこく
著者：やぎたみこ
ある日きいちゃんは、大きな猫につ
かまったかめを助けてあげた。する
とカメが、「お礼にあなたをかめだら
けおうこくにお連れしましょう」とい
い…。注目の異才が描く、ほのぼの
シュールな世界。

新着図書は上記以外にもありますので、各図書館にお
問い合わせください。

Sports

お問い合わせ先
　いけだスポーツクラブ
　　　　（電話 72-5755）

☆場所はすべて池田総合体育
館。ただしグランドゴルフと
ヒーロー養成野球は吉野川運
動公園、社交ダンスは保健セ
ンターです。

☆都合で曜日や時間が変更に
なる場合がございます。

お誕生日
おめでとう！

Happy Birthday

11月

山田 真
ま な と

叶 ちゃん

三野 1才

宮内 健
けんすけ

輔 ちゃん

池田 1才

大北 奨
しょうや

也 ちゃん

三野 2才

高田 瑞
み ず き

希 ちゃん

三野 2才

柏原 あこ ちゃん

池田 3才

山下 剣
けんしん

心 ちゃん

池田 3才

川原 楓
か え で

瑛 ちゃん

山城 2才

いけだスポーツクラブ 12 月教室開設日
教 室 名 開 設 日

３Cチャレンジフィットネス 1・8・15
筋力アップ介護予防 上記教室中で実施
史跡巡りウォーキング 10（山城町 田尾城址）

キッズ＆ジュニアスポーツプログラム

Jr バレー 6・13・20・27
ハンドボール教室 4・7・14・21・25
カワイげんきアップ体操教室 11・18・25
キッズサッカー＆フットサル 25
ヒーロー養成 バレー 2・9・16
ヒーロー養成 野球 4・11・18・25

教 室 名 開 設 日
ヨーガ月曜コース 6・13・20・27
ヨーガ木曜コース 2・16
フラベーシック/ステップアップ 6・20
ボクササイズ 6・20
肩こり予防＆リフレッシュ体操 3・17
民舞 10・24
シニア体力アップステーション 8・22
バドミントン教室 18・25
社交ダンス 11・25
障害者フライングディスク 9
グランドゴルフサークル 毎週 月・水・金

山﨑 果
か ほ

歩 ちゃん

3才

　

保
育
所
は
、
何
ら
か
の
事
情
で

日
中
お
子
さ
ん
を
保
育
す
る
人
が

い
な
い
ご
家
庭
や
、
働
く
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
の
子
育
て
の
両
立
を
支

援
す
る
た
め
の
施
設
で
す
。

　

家
庭
と
の
緊
密
な
連
携
の
下
に
、

子
ど
も
の
状
況
や
発
達
過
程
を
踏

ま
え
、
保
育
所
に
お
け
る
環
境
を

通
し
て
、
養
護
お
よ
び
教
育
を
一
体

的
に
行
う
こ
と
を
特
性
と
し
て
い

ま
す
。

入
所
要
件
▼
三
好
市
内
在
住
の
家

庭
で
、
小
学
校
入
学
前
の
保
育
に

欠
け
る
児
童

募
集
期
間
▼
12
月
１
日
（
水
）
～

12
月
22
日
（
水
）

応
募
方
法
▼
申
込
用
紙
お
よ
び
添

付
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

各
保
育
所（
園
）、
市
役
所
子
育
て

支
援
課
、
各
総
合
支
所
の
い
ず
れ
か

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
平
成
22
年
中
の
収
入
に
係
る
源
泉

徴
収
票
ま
た
は
確
定
申
告
書
の
写

し
を
、
入
手
で
き
次
第
提
出
す
る

こ
と
）

そ
の
他
▼
① 

申
込
み
用
紙
等
の
書

類
は
、
各
保
育
所（
園
）、
子
育
て

支
援
課
、各
総
合
支
所
に
あ
り
ま
す
。

（
11
月
22
日
～
配
布
開
始
）

② 

定
員
の
都
合
上
、
ご
希
望
の
保

育
所（
園
）
に
入
所
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
提
出
が
遅
れ
た
場

合
も
同
様
で
す
。

③ 

年
度
途
中
の
入
所
に
つ
い
て
は
、

定
員
等
に
よ
り
入
所
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

④ 
保
育
料
が
未
納
の
方
は
、
個
別

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

⑤ 

ク
ラ
ス
編
成
に
よ
り
混
合
保
育

の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

保育所（園）名 所在地・電話 保育開始年齢・定員

三野保育所 公立 三野町芝生
☎ 77-2041

概ね生後 5 か月〜
120 名

王地保育所 公立 三野町加茂野宮
☎ 77-2077

生後 10 か月〜
70 名

西井川保育所 公立 井川町西井川
☎ 76-3180

概ね生後 5 か月〜
90 名

池田第一保育所 公立 池田町マチ
☎ 72-0147

概ね生後 5 か月〜
90 名

池田第二保育所 公立 池田町中西
☎ 74-0103

概ね生後 5 か月〜
45 名

政友保育所 公立 山城町政友
☎ 86-2115

概ね生後 5 か月〜
85 名

上名保育所 公立 山城町上名
☎ 84-1352

概ね生後 5 か月〜
30 名

栃之瀬保育所 公立 東祖谷新居屋
☎ 88-5055

２歳〜
20 名

落合保育所 公立 東祖谷落合
☎ 88-2752

２歳〜
20 名

檪生保育所 公立 西祖谷山村一宇
☎ 87-2239

概ね生後 5 か月〜
30 名

かめの子保育園 私立 池田町シマ
☎ 72-2215

概ね生後 5 か月〜
60 名

大泉保育園 私立 池田町ヤマダ
☎ 72-5713

概ね生後 5 か月〜
60 名

平
成
23
年
度
保
育
所（
園
）入
所
の
ご
案
内

新
規
の
入
所（
園
）児
童
を
募
集
し
ま
す

お問い合わせ先

三好市子育て支援課（電話 72-7648）
または各総合支所

12月生まれのお子様（1歳〜3歳）募集中！
お名前（ふりがな）、住所、誕生日、電話番号をご記入のうえ、写真を秘書広報課までお送りください。デジカメ等のデータはＥメール（koho@
city.tokushima-miyoshi.lg.jp）でも受け付けます。12 月号の締切は 11 月 20 日です。また写真は返却できませんのでご了承ください

小林 駿
しゅんた

太 ちゃん

西祖谷 3才 池田
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おもしろいこと、珍しいもの、
どんなことでもいいので耳より
な情報をお知らせください。

　三好市役所　秘書広報課
　　　 ☎ 0883-72-7646

お友達いっぱいできたよ

　幼稚園や保育所に通っていない子ども達
の運動会、はぐくみ運動会が 10 月 8 日に
池田総合体育館で開催されました。
　近い歳の子どもたちと触れ合うことで、
刺激になったり、親子共に友達を増やすい
い機会になったと参加者は喜んでいまし
た。運動会では、玉ころがしやパン食い競
争など様々な競技に挑戦し、頑張る子ども
たちと、カメラやビデオの撮影に頑張る保
護者とで、体育館の中は熱い空気でいっぱ
いでした。

お祭りごっこで賑やかに

　10 月 18 日は三野町の芝生祭り
でした。昔は大勢の子どもたちで賑
わったお祭りも、子供が少なくなっ
てきていることから、最近は活気が
なくなりつつあります。
　そこで、地域のお祭りを少しでも
盛り上げようと三野保育所の子ども
たち 106 名が、武大神社までおみ
こしを出して練り歩きました。「元
気で大きくなりますように」とみん
なでお参りし、地域の人たちもかわ
いい子どもたちの姿を、喜んでいた
だきました。

歩いて元気になろう

　活き活きとした人生を活動的に送
るため手軽に取り組めるウォーキン
グをしようと、いけだスポーツクラ
ブが 10 月 10 日に、みよしスポー
ツフェスタ 2010 を開催しました。
　市池田総合体育館を出発し、丸山
公園やうだつの町並みを巡り、一緒
に歩く指導員から、楽しんで続けら
れるウォーキングの指導を受けなが
ら歩きました。池田総合体育館に
ゴールした後、健康チェックや体力
測定、食事バランス指導など医科学
的な情報も提供されました。

初歩から学ぶ選挙スクール

　選挙に関する基礎学習、投開票の
模擬講習を通して、将来の有権者で
ある生徒に選挙への親しみを感じて
もらう「初歩から学ぶ選挙スクール」
が 10 月 28 日に山城中学校で開催
されました。
　2 体のマスコットキャラクターを
候補者に見立て、応援演説が行われ
たあと、本物の投票用紙や記載台、
投票箱を使い模擬投票を行いまし
た。開票作業も実際の流れに沿って
当選者を決定し、生徒たちは選挙に
関心を持つことができました。

全国から同人作家が集合

　三好市出身の小説家、富士正晴氏
にちなんだ全国同人雑誌フェスティ
バルが、10 月 30 日と 31 日にサン
リバー大歩危で開催され、全国から
約 200 人の参加者が集まりました。
　フェスティバルでは富士正晴同人
雑誌賞の表彰式が行われたあと、直
木賞作家の阿

あとうだたかし

刀田高さんによる「小
説家の頭 アイデアを探せ」という
演題での講演や、同人雑誌の代表者
らによるシンポジウム、翌日には全
国同人雑誌最優秀賞「まほろば賞」
の公開選考会も行われました。

伝説や郷土芸能が一斉に

　祖谷平家まつりが 10 月 1 日から
31 日まで開催され、各地で多彩な
催しが行われました。
　24 日にはかずら橋イベント広場
で平家落人伝説を題材にした創作劇
や郷土芸能が披露されました。劇は
地元住民グループ・祖谷 18 人会の
メンバーらが演じ、夏から練習を重
ねた成果を発揮した、堂々とした演
技でした。最後には鎧姿の平

たいらのくにもり

国盛や
安
あんとくてい

徳帝らが会場を練り歩く武者行列
も行われ、市内外から訪れた多くの
観光客らが楽しみました。

東祖谷で文化交流

　第 5 回東祖谷文化まつりが、10
月 17 日に東祖谷歴史民俗資料館で
開催されました。会場には、書道や
押し花、絵画のほか、児童生徒の作
品などが展示され、訪れた人はじっ
くりと見入っていました。
　また舞台では、踊りやカラオケ、
東祖谷の民謡などが披露されたほ
か、市内文化協会各支部の団体も出
演し、華やかに文化交流が図られま
した。最後には出演者が阿波踊りで
登場し、観客も出演者も一体となっ
て盛りあがりました。

毎年恒例のお楽しみ行事

　山城町の天神山境内において 10
月 10 日、「祖谷口の秋フェスティバ
ル 2010」が開催されました。前々
日から続いていた秋雨も開会頃には
上がり、さわやかな秋空の下、カラ
オケや餅投げ、フォークライブコン
サートや地元中学生による生バンド
演奏などで大いに盛り上がりまし
た。この催しは、「祖谷口チャレン
ジ 21」が中心となり下川天神クラブ・
自治会・婦人会・桜会・他有志の皆
さんによる協力により毎年体育の日
の前日に開催されています。

紅葉の名所で水車掛け替え 

　山城町の紅葉の名所、半田岩にあ
る水車が 10 月 7 日、半田岩保存会
によって 10 年ぶりに掛け替えられ
ました。今年の春に主軸が折れ、動
かなくなっていたそうですが、保存
会のメンバーが秋の紅葉シーズンま
でにと、組み上げました。水車は明
治時代からあったそうで、保存会が
これまでも掛け替えや補修をしてい
るそうです。直径約３メートルの大
きな水車が、紅葉の素晴らしい周辺
風景に馴染み、情緒豊かな景色にな
ることでしょう。

　市報 8 月号で紹介しました、文
化審議会が文部科学大臣に登録有
形文化財とするよう答申した、山
城町大川持の「旧川口郵便局局舎
及び主屋」、池田町川崎の「百年蔵
旧酒蔵」「百年蔵煙突」が、9 月 10
日付けで正式に有形文化財に登録
されました。
　これを受けて、10 月 7 日に倉本
三好市教育長より、各所有者の方
に登録証と登録プレートを、登録
有形文化財の前で手渡し、改めて
登録のお祝いをしました。

登録有形文化財が誕生
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⑤ その他（母が１年以上遺棄して
いる子ども、母が１年以上拘禁され
ている子ども、母が婚姻によらない
で懐胎した子どもなど）
　ただし、受給資格者または児童が
遺族年金などの公的年金を受けるこ
とが出来る場合や児童が児童福祉施
設等に入所している場合は受給でき
ません。また、個別には案内いたし
ませんので、個々のご家庭が支給要
件に該当するかについては、子育て
支援課までご相談ください。
手当額（月額）▼受給資格者が監護・
養育する子どもの数や受給資格者の
所得等により決められます。所得が
一定額を超える場合は、手当額の全
部または一部が支給されません。
申請受付▼ 11 月 30 日までに申請
されますと、8 月分から支給されま
す。11 月 30 日を過ぎますと、申
請の翌月分からの支給になりますの
で、ご注意ください。
申請・お問い合わせ先▼三好市子育
て支援課（☎ 72-7648）

12 月１日は世界エイズデー
　日本では 1 日に４人が新たに
HIV に感染しています。保健所で
は無料・匿名でエイズの検査をして
います。12 月 2 日 13 時から 19 時
まで夜間検査を実施します。検査結
果は、採血をして 30 分後に分かり
ます。
エイズ検査・相談日▼
毎月第１・３木曜日  10 時〜 11 時
電話による相談は、月曜日から金曜
日の８時 30 分から 17 時まで
場所・お問い合わせ先▼三好保健所

（☎ 72-1122）

無料職業紹介所▼第 3 木曜日
出張労働相談▼第 3 木曜日
ニート支援出張相談▼第 4金曜日
いずれも予約が必要です。
一般相談▼火〜土曜日 10 時〜 17 時
ご予約・お問い合わせ先▼徳島西部ラ
イフサポートセンター（☎ 72-8611）

三好市社協 法律相談
日時▼ 12 月 3 日　13 時〜 16 時
弁護士▼大西聡氏
場所・予約お申し込み先▼本所・池
田支所（☎ 72-5715）
※秘密厳守・料金無料。予約制。

三好市社協 一般相談
相談内容▼困りごと全般
相談日・相談場所▼
 毎週火曜日   井川老人福祉センター
 毎週水曜日   社協本所・池田支所 
 12 月 8 日　東祖谷 祖谷歴史館
 12 月 15 日　山城総合支所
 12 月 16 日　社協三野支所
 12 月 16 日   社協西祖谷支所
※三野と西祖谷は予約が必要です。
時間▼ 13 時〜 16 時

（社協井川支所　10 時〜12 時）
（社協山城支所　13 時〜15 時）
一般相談は各支所で常時受付けてい
ますので、お気軽にご相談ください。
お電話での相談もお受けします。
お問い合わせ先▼
本所・池田支所（☎ 72-5885）
三野支所（☎ 77-2882）
山城支所（☎ 86-2434）
井川支所（☎ 78-3140）
東祖谷支所（☎ 88-2688）
西祖谷支所（☎ 87-2088）

i情報ひろば information市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

三好市行政相談
相談は無料で、秘密は守られます。
相談日・相談場所▼
 12 月 1 日　東祖谷 祖谷歴史館
 12 月 2 日　西祖谷総合支所
 12 月 3 日　井川総合支所 
 12 月 9 日　三好市役所
 12 月 15 日　山城総合支所
 12 月 21 日　三野公民館
時間▼ 13 時〜 15 時
 （西祖谷のみ 10 時〜 12 時）
お問い合わせ先▼三好市総務課（☎
72-7600）、各総合支所

児童なんでも相談室
相談日▼第 4 月曜日 10 時〜 12 時
相談場所▼子育て支援センター
お問い合わせ・ご相談先▼三好市地
域福祉課（☎ 72-7637）

みよし広域連合法律相談
相談日▼第1・3金曜日（祝祭日除く）
ご予約・お問い合わせ先▼みよし広
域連合事務局（☎ 72-5121）

結婚相談
日時▼第 1・3 土曜日 13 時〜 16 時
場所▼三好市社会福祉協議会
お問い合わせ先▼さくら結婚サポー
トセンター（☎ 72-2495 渡辺）

徳島西部ライフサポート
センター定例相談

弁護士による法律相談▼第 1 火曜日
保険金融相談▼第 2 木曜日

全国一斉労働トラブル 110 番
　勤労感謝の日（11 月 23 日）、徳
島県司法書士会では労働に関する相
談を無料で応じる、全国一斉労働ト
ラブル 110 番を実施します。賃金
未払いやサービス残業など、労働ト
ラブルの相談にお応えします。
日時▼ 11 月 23 日 10 時〜 16 時
電話相談▼☎ 088-611-3555
面談▼徳島県司法書士会館 3 階
お問い合わせ先▼徳島県司法書士会

（☎ 088-622-1865）

全国一斉生活保護 110 番
　徳島県司法書士会、徳島青年司法
書士協議会の共催で、生活保護に関
する無料相談会を開催します。
日時▼ 11 月 21 日 10 時〜 16 時
無料電話相談▼☎ 0120-052-088
面談▼徳島県司法書士会館 3 階
お問い合わせ先▼司法書士 内田正
和（☎ 76-4337）

人権相談
相談は無料で、秘密は守られます。
相談日・相談場所▼
 12 月 3 日　井川総合支所
 12 月 6 日　東祖谷 祖谷歴史館
 12 月 8 日　老人福祉センター（西祖谷） 
 12 月 9 日　三好市役所
 12 月 15 日　山城総合支所
 12 月 21 日　三野公民館
時間▼ 13 時〜 15 時
お問い合わせ先▼三好市市民課人権
室（☎ 72-7622）

【ペット霊園 花の木】　東みよし町昼間字花の木2062-2
【池田事務所】　三好市池田町供養地145-1
電話：76-0095　ファックス：76-0096

ペット霊園 花の木 愛するペットのお葬式
火葬、共同納骨堂、個人墓地

納骨堂へ
自宅へ
墓地へ

永眠 火葬 納骨お電話 お迎え→ → → →

●お迎え、火葬、拾骨、ご返骨
●お電話下さればご送迎もいたします。

年末調整や確定申告について
　国民年金保険料は、所得税及び住
民税の申告において全額が社会保険
料控除の対象となります。その年の
1 月 1 日から 12 月 31 日までに納
付した保険料が対象です。
　この社会保険料控除を受けるため
には、納付したことを証明する書類
の添付が義務付けられています。こ
のため、平成 22 年 1 月 1 日から 9
月 30 日までの間に国民年金保険料
を納付された方については、「社会
保険料（国民年金保険料）控除証明
書」が平成 22 年 11 月上旬に日本
年金機構本部から送付されますの
で、年末調整や確定申告の際には必
ずこの証明書（または領収証書）を
添付してください。また、平成 22
年 10 月 1 日から 12 月 31 日まで
の間に今年はじめて国民年金保険料
を納付された方については、平成
23 年 2 月上旬に送付されます。
　なお、ご家族の国民年金保険料を
納付された場合も、ご本人の社会保
険料控除に加えることができますの
で、ご家族あてに送られた控除証明
書を添付のうえ申告してください。
お問い合わせ先▼控除証明書専用ダ
イヤル（☎ 0570-070-117）、阿波半
田年金事務所（☎ 0883-64-3474）

相 談

「市報みよし」は毎月、15,000 部が市内
全域に配布されています。ぜひ、会社
やお店の宣伝にご活用ください。
詳しくは三好市秘書広報課（☎ 72-764
6）までお問い合わせになるか、三好市
ホームページをご覧ください。

広告を掲載しませんか？

ない方は、医療機関での受診が 11
月末までとなっていますので、お早
めに受診ください。（一部の方は、
有効期限が 9 月末までとなってい
ますのでご注意ください。有効期限
は受診券に記載してあります）
対象▼ 40 歳から 74 歳までの国保
被保険者で、今年度の集団健診での
特定健診を受けていない方
受診方法▼県内医療機関にご予約の
上受診してください（受診できる医
療機関のリストは、受診券に同封し
ています）
持参するもの▼
・受診券（対象者には、緑色の封筒
で 7 月初旬に送付しています）
・健康保険証
・受診料 1000 円
お問い合わせ先▼三好市保険医務課

（☎ 72-7613）、三好市保健センター
（☎ 72-6767）

父子家庭にも児童扶養手当
　申請忘れはありませんか。児童扶
養手当を受給するためには、三好市
へ申請（認定請求）が必要です。
支給要件▼次の①〜⑤のいずれかに
該当する子どもについて、父がその
子どもを監護し、かつ、生計を同じ
くしている場合に支給されます。い
ずれも 18 歳に達する日以降の最初
の 3 月 31 日までの児童が対象です。

（一定の障害のある児童は 20 歳未
満までになります）
① 父母が婚姻を解消した子ども
② 母が死亡した子ども
③ 母が一定程度の障害の状態にあ
る子ども
④ 母の生死が明らかでない子ども

年 金

三好市国民健康保険からお知らせ
　本年度の特定健診を 7 月から実
施していますが、まだ受診されてい

保健・福祉
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税務署からのお知らせ
　相続または贈与等に係る生命保険
契約や損害保険契約等に基づく年金
の税務上の取扱いの変更について、
遺族の方が年金として受給する生命
保険金のうち、相続税の課税対象と
なった部分については、所得税の課
税対象にならないとする最高裁判所
の判決がありました。そこで、この
ような年金に係る税務上の取扱いを
改めることとしましたので、お知ら
せします。これにより、平成 17 年
分から平成 21 年分までの各年分に
ついて所得税が納めすぎとなってい
る方につきましては、その納めすぎ
となっている所得税が還付となりま
す。お手数をお掛けしますが、必要
なお手続き（更正の請求または確定
申告など）をしていただきますよう
お願いいたします。
お問い合わせ先▼池田税務署（☎
72-2155）
国税庁ホームページ
http://www.nta.go.jp

浄化槽一斉検査のお知らせ
　近年、生活排水による環境汚染が
取りだたされていますが、この対策
として、昨年実施した浄化槽設置な
どの調査に引き続き、浄化槽の水質
検査を行います。（社）徳島県環境
技術センターの検査員が伺いますの
で、ご協力をお願いします。
日程▼ 12 月 1 日〜 17 日
対象地区▼西祖谷・東祖谷地区
※池田・井川・三野・山城地区につ

いては実施済みです。
お問い合わせ先▼三好市環境課（☎
72-3436）、（社）徳島県環境技術セ
ンター（☎ 088-636-1234）

徳島県の最低賃金
　使用者も、労働者も必ず最低賃金
をチェックしてください。徳島県の
最低賃金は、平成 22 年 10 月 16 日
より、時間額 645 円となっており
ます。（特定の産業には産業別最低
賃金が定められています）
お問い合わせ先▼徳島労働局（☎
088-652-9165）、三好労働基準監督
署（電話 72-1105）

裁判員制度
　名簿記載通知を発送します

　裁判員候補者名簿は、市区町村の
選挙管理委員会が選挙人名簿からく
じで無作為抽出した名簿を基に、全
国の地方裁判所で作成されます。名
簿に登録される人数は、予想される
裁判員裁判対象事件の数などによっ
て毎年変動しますが、平成 23 年分
の名簿に登録される人数は、全国で
約 31 万 6000 人です。
　平成 23 年の裁判員候補者名簿に
登録された方には、本年 11 月中旬
に名簿に登録されたことの通知を
お送りします。この通知は、来年 2
月ころから平成 24 年 2 月ころまで
の間に裁判所にお越しいただき、裁
判員に選ばれる可能性があることを
事前にお伝えし、あらかじめ心づも
りをしていただくためのものです。
この段階では、まだ具体的な事件の
裁判員候補者に選ばれたわけではあ

　 系を中心に生息していると考えられ
ます。
ツキノワグマの出没情報▼平成 20
年に 4 件（うち２件は三好市内）、
平成 21 年に 3 件、平成 22 年 9 月
に 1 件の情報が寄せられています。
平成 22 年 9 月の情報は那賀町での
クマの痕跡情報です。
ツキノワグマとの遭遇への予防▼山
に入るときは、なるべく一人で入ら
ず、鈴をつけたり、ラジオを鳴らし
てください。こちらの存在に気がつ
けば、クマは近づきません。
ツキノワグマと遭遇したら ▼徳島
県では十数頭から数十頭しか生息し
ていない絶滅危惧Ⅰ種の動物ですか
ら、めったに遭遇することはありま
せん。もし、ツキノワグマと遭遇し
たら、慌てて逃げ出したりせず、ゆっ
くりと後退して離れてください。
ツキノワグマについての情報提供▼
徳島県内の市町村に「ツキノワグマ
による人身事故防止のために」と「ツ
キノワグマ対応指針」を配布してい
ます。また、徳島県のホームペー
ジ（http://www.pref.tokushima.
jp/docs/2005011300024/）からも
情報を見ることができます。
お問い合わせ先▼三好市危機管理課

（☎72-7625）、徳島県自然環境課（☎
088-621-2262）

納め忘れはありませんか
　11 月 30 日は、国保税 5 期と固
定資産税 4 期の納期限です。みな
さんの暮らしを支える大切な税で
す。納期内の納付をお願いします。
お問い合わせ先▼三好市税務課（☎
72-7614・7615）

す。（一部カットされることがあり
ます）外貨預金、元本補てんのない
金銭信託、金融債等は保護対象外と
なります。
　詳細については、金融庁ホーム
ページ (http://www.fsa.go.jp/policy/
payoff/) をご参照ください。
お問い合わせ先▼四国財務局（☎
087-831-2131）

標準営業約款制度
「S マーク」をご存知ですか

　標準営業約款
制度は、法律で
さだめられた消
費者（利用者）
養護に資するた
めの制度です。
厚生労働大臣認

可の約款に従って営業することを登
録した「理容店」「美容店」「クリー
ニング店」「めん類飲食店」「一般飲
食店」では、S マークを掲げていま
す。登録店は、安心・安全・衛生を
約束する信頼できるお店です。
お問い合わせ先▼財団法人徳島県
生 活 衛 生 営 業 指 導 セ ン タ ー（ ☎
088-623-7400）

ツキノワグマに対する
注意喚起について

　シイやカシ類のドングリの不作か
ら全国的にクマと人とのトラブルが
増えていることから、本県でも里山
に下りてくる可能性があるので注意
が必要です。
生息区域▼現段階では、美馬市、三
好市、那賀町、東みよし町の剣山山

i情報ひろば information市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

りません。また、名簿記載通知と併
せて調査票をお送りします。この調
査票は、裁判員候補者の方の事情を
早期に把握し、調査票のご回答の内
容により、明らかに辞退が認められ
る場合等には裁判所にお越しいただ
くことのないようにして、裁判員候
補者の方々の負担を軽減するために
お送りするものですので、お尋ねす
る項目に当てはまらない方は、返送
していただく必要はありません。
　辞退の申し出ができる時期や期間
等に何らの制限を設けているわけで
はありません。この調査票で辞退を
申し出なかった場合でも、実際の事
件の裁判員候補者に選ばれた際にお
送りする質問票で辞退を申し出てい
ただくことも、または裁判の当日（選
任手続時）に辞退を申し出ていただ
くことも可能です。
お問い合わせ先▼徳島地方裁判所

（☎ 088-603-0111）

預金保険制度
　預金保険制度は、万が一金融機関
が破綻した場合に、預金者等の保護
や資金決裁の履行の確保を図ること
によって、信用秩序を維持すること
を目的としています。
対象範囲について▼
預金保険制度により、当座預金や利
息のつかない普通預金など（決済用
預金）は、全額保護されます。定期
預金や利息つきの普通預金など（一
般預金等）は、金融機関ごとに預金
者１人当たり、元本 1000 万円まで
とその利息等が保護されます。それ
を超える部分は、破たんした金融機
関の財産の状況に応じて支払われま

暮 ら し
お問い合わせ 消防本部 ☎76-5118

小児救急医療（夜間18時～翌9時・日曜9時～翌9時）

毎週 火曜・水曜・木曜 ---------- 県立三好病院
　但し、火・水曜の22時以降は当直医が初期対応。
毎週 月曜・金曜・土曜・日曜 ----半田病院

12月
受診時間 　夜間:17時～23時・休日:9時～23時

夜間・休日救急医療当番医

0120-3444-69
フリーダイヤル み　よ　し　市　　無　休

徳島こども救急電話相談
受診した方が良いのか、様子をみても大丈夫なのか、
看護師や小児科医が電話でアドバイスをします。

みよし市健康相談
医師等が24時間・年中無休で健康・医療等のご相談に
応じ、無料でアドバイスをします。

つながらない場合は ☎088-621-2365

健康・医療に関するご相談は

＃8000プッシュ回線の固定電話や
携帯電話からは局番無しの  

ご利用にあたってのお願い
　救急医療当番医は、夜間や休日にケガや急病
になった方のための診療です。急患以外の場合
は平日に診察を受けましょう。
　当番医は変更になる場合がありますので、事
前に電話で確認し、症状等を説明のうえ、受診
してください。（健康保険証をご持参ください。）

（18時～翌朝8時）

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

8日

9日

10日

11日

12日

13日

14日

15日

16日

17日

18日

19日

20日

21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

31日

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）三野田中病院 三野 ☎77-2300

三木病院 三野 ☎77-3900

三木病院 三野 ☎77-3900

三木病院 三野 ☎77-3900
宮佐医院 池田 ☎72-0149

北條病院 池田 ☎72-0007

北條病院 池田 ☎72-0007

川原医院 三加茂 ☎82-2009

山城診療所 山城 ☎86-3230

浜クリニック 池田 ☎72-0667

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

さんさん医院 三加茂 ☎82-5410

岸野医院 三野 ☎77-2001

岸野医院 三野 ☎77-2001

上田医院 三好 ☎79-2004

松浦医院 三加茂 ☎82-2309

松浦医院 三加茂 ☎82-2309

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700
田岡医院 池田 ☎72-5551

田岡医院 池田 ☎72-5551

安宅循環器内科 池田 ☎72-6300

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

三野田中病院 三野 ☎77-2300

山下医院 三好 ☎79-2005

村山医院 池田 ☎72-2110

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

川原医院 三加茂 ☎82-2009
三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

標準営業約款（Ｓマーク）

厚生労働大臣認可

たばこをやめたいけどやめられない方 禁煙外来しております

MRI 検査・CT検査・胃カメラ（鼻から）できます
乳がん検診・人間ドック・企業健診・一般健診
血液サラサラ検査・各種検査
　　　　　　　　　病気を予防、早期発見を !!

随時受付中　お問い合わせください

インフルエンザの予防接種
実施しております
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しいたけうどんなどのバザーや農産
加工品の即売、もちなげ大会、しい
たけの植菌体験コーナーなど盛り
だくさんなイベントを予定しており
ます。協賛行事として、カラオケ大
会やグラウンドゴルフも開催されま
す。皆さんのご来場をお待ちしてお
ります。
日時▼ 12 月 12 日　10 時〜
雨天決行
場所▼佐野小学校
主催▼阿波池田やまびこ会
協賛▼佐野地区各種団体
お問い合わせ先▼三好市農林振興課

（☎ 72-7618）

地域づくり実践講座
～県立総合大学校西部校講座～
テーマ「これからの医療を考えよう」
講師：徳島県立中央病院院長 永井
誠巳氏
日 時 ▼ 12 月 13 日 13 時 30 分 〜
15 時
場所▼徳島県西部総合県民局美馬庁
舎大会議室
お申し込み・お問い合わせ先▼徳島
県西部総合県民局（☎ 0883-53-203
1）

ディスカッション ( パネラー：地元
の地域づくり関係者）、NPO・ボラ
ンティア相談
お問い合わせ先▼とくしま県民活動
プラザ（☎ 088-664-8211）

明るい選挙啓発ポスター
コンクール入選作品

　平成 22 年度明るい選挙啓発ポス
ター作品コンクール（1673 点出展）
の県審査会が去る 10 月６日に行わ
れました。三好市からの入選者は次
のとおりです。
佳作▼田村優実さん（池田中 1 年）
　　　山田成美さん（池田中３年）
　　　山本真里亜さん（池田中３年）
作品優秀校▼池田中学校
なお、入選作品の展示会が、12 月
11 日〜 13 日まで、徳島駅前アミ
コシビックセンター 5 階市民ギャ
ラリーで開催される予定です。
お問い合わせ先▼三好市選挙管理委
員会（☎ 0883-72-7604）

第 17 回佐野しいたけまつり
　今年で、17 回を迎える恒例の「佐
野しいたけまつり」が開催されます。

　　
来てみんで 総合体育館

　｢毎月チャレンジデー｣ の一環と
して、簡単体力測定を実施します。
いつでも・どこでも・だれでも・い
つまでもスポーツに親しむ契機に、
ぜひ「簡単体力測定」にチャレンジ
してください。
日時▼毎月第 4 水曜日（毎月チャ
レンジデー）10 時〜 12 時、13 時
〜 17 時
場所▼三好市池田総合体育館ほか
内容▼簡単体力測定、ウオーキング
指導、出前体力測定（実施希望を受
けた自治会、事業所・機関、団体等
へ出向いて実施）
お問い合わせ・お申し込み先▼三好
市スポーツ健康課（☎ 72-3917）、
いけだスポーツクラブ（☎ 72-575
5）

合同就職面接会
　参加者募集。（参加負担金 無料）
お誘いあわせのうえ、多数ご参加下
さい。
日時▼ 11 月 18 日　13 時〜 16 時

場所▼三好市保健センター
内容▼三好市内企業と就職希望者の
合同面接会
参加企業数▼ 20 社（予定）
対象者▼常用雇用者、短時間雇用者、
新規学卒者ほか
求職者の方は、履歴書をご持参下さ
い。( 面接が数社の場合、複数部数
準備下さい。コピー可 )
主催▼三好市雇用創造促進協議会
お問い合わせ先▼三好市商工政策課

（☎ 72-7645）、阿波池田商工会議
所（☎ 72-0143）、三好市商工会（☎
86-1059）

井川スキー場腕山オープン
日時▼ 11 月 19 日（金）17 時
オープン日はリフトを無料開放。な
お、今シーズンは３月 22 日までの
営業を予定しています。
お問い合わせ先▼井川スキー場腕山

（☎ 78-3003）

インターネット無料体験講座
フリーソフト、デジカメを使ってみ
よう。
対象▼ 50 歳以上の方
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 三好市の人口

　男  性   14,780 人
（ - 42 人） 

　女  性   16,613 人　
（ - 28 人）

　総  数   31,393 人
（ - 70 人）

　世帯数  13,714 戸
　　（ - 10 戸） 

平成 22 年 11 月 1 日現在
　  （　）内は前月対比
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催 し

informationi情報ひろば 市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

開催日時・場所▼
① 12 月 4 日　三野公民館
② 12 月 12 日　中央公民館
③ 12 月 18 日　井川公民館
各会場とも 10 時〜 15 時 30 分（午
前・午後いずれか一方の参加可）
定員▼各 10 名（先着順）
申込締切▼各開催日の 1 週間前
受講料▼無料
お申し込み先▼ e-とくしま推進財
団インターネット無料体験講座担当
主催▼ e-とくしま推進財団・三好
市
お問い合わせ先▼ e-とくしま推進
財団（☎ 088-621-3556）、三好市情
報政策課（☎ 72-7641）

とくしま県民活動プラザ
「西部サテライトオフィス」

　とくしま県民活動プラザでは「魅
力ある地域づくりを考える」をテー
マに「西部サテライトオフィス」を
次のとおり開催します。
日時▼ 12 月 4 日 13 時 30 分〜 16
時 30 分
場所▼三好市保健センター
内容▼講演（講師：ＮＰＯ法人グリー
ンバレー理事長 大南信也）、パネル

　
　

中
岡　

浩
樹　
　

池
田

　
　

井
上　

智
子　
　

観
音
寺
市

　
　

新
久
保　

諭　
　

池
田

　
　

藤
原　

翠　
　
　

つ
る
ぎ
町

　
　

保
坂　

範
行　
　

西
祖
谷

　
　

坂
本　

花
織　
　

摂
津
市

　
　

山
口　

貴
宏　
　

東
み
よ
し
町

　
　

中
岡　

弘
江　
　

井
川

　
　

東　
　

辰
弥　
　

東
み
よ
し
町

　
　

西
條　

真
純　
　

池
田

　
　

林　
　

昭
仁　
　

山
城

　
　

矢
野　

昌
子　
　

池
田

（57）

2010.11　2425　市報 みよし



　　　　　　

市報みよし  11 月号 No.57

　  2010年11 月10日発行
　
編集
　三好市役所総務部秘書広報課
　〒 778-8501
　徳島県三好市池田町シンマチ
　1500番地２
　☎ 0883-72-7646
　koho＠city.tokushima-miyoshi.lg.jp
　http://www.city-miyoshi.jp/

□ 編集後記
祖谷平家まつりで上演された創作劇
は、屋島での戦いに敗れた平家が祖
谷に落ち延び、幼い安徳天皇が都を
思いながらも日々を穏やかに過ごし
崩御するまでを描いていました。当
日は時折しとしとと雨が降り、まる
で安徳天皇やそばで支えた平国盛た
ちの涙のようだなと感じました。す
ばらしい演技を見せてくださった出
演者の皆さんお疲れさまでした。（N）

近頃すっかり涼しくなってきまし
た。取材の際、薄着で外出したら寒
くて後悔したこともありました。今
後ますます寒くなっていきますが、
楽しみも増えます。私は U ターン就
職してから始めたスノーボードが毎
年の楽しみとなっています。せっか
くスキー場が地元にあるのでやって
みようと始めました。皆さんも地元
の資産を活用してみませんか。　（K）

神代踊り
ー 三好市西祖谷山村 ー

56
歩
目

　古くは笠踊り、太鼓踊りと言われており、
西祖谷の田ノ内、善徳、下名、徳善、吾橋な
どの集落で踊られていましたが、今は善徳と
徳善地区だけになっています。昭和 29 年、県
指定無形文化財、51 年には民俗芸能で国指定
になりました。
　踊りは采振りを先頭に、天狗・露払い・獅
子と続き、最後にそろいの衣装を着た踊り子
たちが、優しく流れる歌声のリズムに合わせ
て踊ります。神代踊りは毎年旧暦の 6 月25 日
に善徳の天満宮で奉納されます。
　踊りの発生は諸説ありますが一番妥当な説
は、仁和 4 年（888 年）に菅原道真が讃岐守の
とき、干ばつで苦しんでいた農民のために雨
乞いの祈願を行い、各種の踊りを催し雨が降
ったと言われ、その一部が伝えられて神代踊
りの起源になったと考えられています。
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